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どうやらこの編集後記には決
まったテーマがなく，編者の裁量

に委ねられているらしい．そこで，最近読んだお勧めの
本を紹介することにした．編集後記というより，読書感
想文になってしまった気もするが…．
最近，『GE帝国盛衰史―「最強企業」だった組織はど
こで間違えたのか』という一冊に出会った．本書は，か
つて世界最強企業と謳われたゼネラル・エレクトリック
（GE）の成長と衰退を詳細に描いたノンフィクションで
ある．GEはトーマス・エジソンの発明を起源とし，20世
紀を通じてアメリカ経済の象徴的存在となった．ジャッ
ク・ウェルチが率いる下で，航空機エンジンや発電，医
療機器，金融サービスに至るまで多岐にわたる事業を展
開し，最盛期には時価総額6000億ドルに達した．しかし，
2000年代に入り，その輝きは失われ，最終的には事業の
分割・売却を余儀なくされる．
本書では，この衰退の原因を社会の変化に対応できな
かった経営者の経営戦略の失敗という視点から分析して
いる一方で，企業文化や組織風土の歪みなど，労働者全
体の問題としても分析している点が非常に興味深い．

本書を読み終えた後，自分自身や研究者という仕事に
ついて改めて考えさせられた．GEの歴史において，成功
体験が時に組織の硬直化を招き，変化に適応できなくな
ることを痛感した．過去の成功に囚われることなく，常
に外部環境の変化に目を向け，柔軟な発想と挑戦的な姿
勢を持ち続けることは，研究者にとっても非常に重要な
ことである．
また研究者という職業は学問の自由のもと，大きな裁
量を与えられている．公的資金で研究を進める一方で，
成果は個人の名前で発表するという他の職業にない特徴
もある．
その裁量を特権と捉え，奢ることなく，日々の業務の
中で，成長を支える個人や組織風土を築けているか，自
らに問い続ける必要があると感じた．
この紙面では，本書の魅力を語り尽くすことはできな
いが，企業人だけでなく，研究者にとって示唆に富む一
冊である．
やはり，勝ちに不思議の勝ちあり．負けに不思議の負
けなし．ということのようである．	 （小島完興）




